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消費税の増税に反対する関西連絡会＜2026 年度連続学習会＞ 

 

「税理士さんに聞いてみよう！消費税ってどんな税金？」 

 

V．輸出大企業の消費税負担は？ 
 

2026 年 7 月 8 日 

清家税理士事務所 

税理士  清家 裕 

 

 

V．輸出大企業の消費税負担は？－還付される巨額な消費税＝輪出還付金－ 

 

（１）輸出大企業の場合 

 

①法人 3 税の減税財源に消費税収を充当（図表①…第 3 回再掲） 

 

②輸出還付金制度で恩恵を受ける輸出大企業（図表②③④) 

 

③税制改革法で推奨する消費税転嫁の実態は「弱肉強食」 

 

④消費税率が上がるつど巨額化する輸出還付金（補助金=リベート） 

 

⑤大企業の利益、法人 3 税、内部留保の推移（図表⑤） 

 

（２）高額所得者の場合 

 

①所得税·住民税の減税財源に消費税収を充当（図表①…第 3 回再掲） 

 

②高額所得者ほど税負担が軽くなる消費税の逆進性 

（図表⑥…第 2 回再掲） 

 

③消費税の非課税、不課税による恩恵（図表⑦⑧…第 2 回再掲） 
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②消費税の四つの取引（納税義務者は事業者） 

 

＊計算式中の 10/110 は（税率 10％／本体 100％+税率 10％）の意味 

売上額・仕入額に含まれる消費税額を算出する係数 

（1）課税取引 

①売上に含む消費税額＝売上高 2,200 万円×10/110 ＝ 200 万円 

②仕入に含む消費税額＝仕入高 1,650 万円×10/110 ＝ 150 万円 

③税務署への納付税額（①ー②）         ＝  50 万円 

（2）免税取引 

①売上に含む消費税額＝売上高 2,200 万円× 0%   ＝      0 円 

②仕入に含む消費税額＝仕入高 1,650 万円×10/110 ＝ 150 万円 

③税務署への納付税額（①ー②）         ＝－150 万円 

＊税務署から還付 

（3）非課税取引 

①売上に含む消費税額                           ＝   なし 

②仕入に含む消費税額＝仕入高 1,650 万円×10/110 ＝ 150 万円 

③税務署への納付税額              ＝  なし 

 

（4）不課税取引 






